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取締役会は、当社の経営に関する重要事項の審議ならびに意思決定、会社の事業、経営全ൠに対する監督を行います。2名の社
外監ࠪ役はそれͧれ高い専門性を有し、その専門的見地から的֬な経営監視を実行しております。

経営と執行の分཭の観点から執行役員制度を導入し、執行役員は、取締役会が定める組৫規ఔ及び業務分ঠ規ఔに基ͮき、所管する各事業
本部及び部門の業務を執行します。

代表取締役社長及び常勤取締役、執行役員で構成する経営執行会議をຖि1回開࠵して、経営方針の֬認、経営戦略の協議、業務਱行に関
する討࿦を行い、問題意識を共有するとともに全員の意思ૄ通をਤっております。

取締役の報酬等の決定は、ג主総会にてঝ認された報酬総ֹの範ғ಺にて、取締役会の決議によって選定された取締役をもって構成される
報酬諮問委員会において決定しております。なお、報酬諮問委員会は、3名以上で、原ଇとして、そのうち2名以上を社外取締役で構成すること
により、審議プロセスの透明性と客観性を高めることを目的としております。

経営ਞ幹部、及び、取締役の選解೚については取締役会の೚意の諮問機関である指名委員会において審議し、候補者を取締役会に推નし、
取締役会において決定いたします。なお、指名委員会は、3名以上で、原ଇとして、そのうち2名以上を社外取締役で構成することにより、審議
プロセスの透明性と客観性を高めることを目的としております。

コンプライアンス委員会は、代表取締役社長、常勤取締役、各執行役員事業本部長及び外部法律専門家である弁護士をもって構成され、取締
役会と連携して、当社のリスク管理及びコンプライアンスに関する審議の場として設置しております。

サステナビリティ委員会は代表取締役及び常勤取締役で構成し、持続可能な成長基盤の構築を目指すとともに、サステナビリティの方針や戦
略、施策について監督・モニタリング機能を果たし、取締役会で決議する目標の進捗管理や評価などを行うことを目的として設置しております。
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基本的な考え方 コーポレート・ガバナンス体制
　当社は、監ࠪ役及び監ࠪ役会が取締役会か
らのಠ立性をҡ持しつつ、監ࠪ法人及び಺部
監ࠪ室と連携をਤることにより、取締役の職務
執行に対する監ࠪの実効性を֬保しております。

取締役会の、審議プロセスの透明性と客観性
を高めるために、委員の2名以上を社外取締役
とする報酬諮問委員会及び指名委員会を設置
しております。

　また、当社のリスク管理及びコンプライアン
スに関する審議の場として、コンプライアンス委
員会を設置しております。
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利を保護し、また、そのݖ主のג
行࢖を促進すること
すべてのג主のฏ等な取り扱いを
֬保すべきであること
会社の財務状گ、経営成੷、ג主
構成、ガバナンスを含めた会社に
関するすべての重要事項について、
適時かつ正֬な開示がなされるべ
きであること
会社の戦略的方向付け、経営ਞへ
の有効な監視、આ明੹೚が֬保さ
れるべきであること

⚫

⚫

⚫

⚫

Our Sustainability コーポレート・ガバナンス

　当社は、設立以དྷ今೔にࢸるまで、自らを
「経営目的を実現するために常に進化し続ける
企業体」と定ٛ付けた上で、೔本経済の発లの
কདྷを見ਾえる形でੵۃ的に事業をల開して
います。ސ客の財産保全をਤるためには、常に
公正・中立の࢟勢でސ客の立場に立った提案
を行うඞ要があるとの方針に基ͮき、コンプラ
イアンスを重視した経営及びこれを実践するた
めのコーポレート・ガバナンスの֬立が؊要で
あると考えております。当社取締役会及び監ࠪ
役会では、コーポレート・ガバナンスの࿮組み
は、主に࣍の役ׂを果たすべきであると認識し
ております。
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業務運営をする上でূ݊ࢢ場やސ客からの৴用をࣦう
可能性のあるリスクの認識、対応策案の作成
不動産特定共同事業に܎る業務についてのコンプライ
アンス上の問題の有ແの審議及び業務実施のঝ認
重大なコンプライアンスҧ反に関する再発防止策の審
議・報告
コンプライアンスҧ反がٙわしい項目についての行動
の可൱の検討アンケートの実ࢪ 取締役と؂ࠪ役のશ員͔Β
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アンケートのධՁ߲໨

取締役会の構成及び役員の体制に関して
取締役会の運営に関して
取締役会の議題に関して

取締役会による監督体制
主による監督体制ג

⚫
⚫
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⚫
⚫

アンケート結Ռの概要

当社の取締役会は、各評価項目において重要な問題点の
指ఠはありませんでしたが、取締役会の運営に関していく
つかの指ఠがありました。今後改ળしさらに実効性の高い
取締役会の実現を目指してまいります。

⁞ 情報の࿙Ӯ
客とのコンサルティングを含Ή業務上のトラϒルސ  
⁠ ຽ事๫力・反社会的勢力との઀৮・トラϒル
⁡ 従業員による金મ࠮取等の൜ࡑ
⁢ その他当社の৴用に関わるة機事案等

⁞ 従業員による物ଛ・人ଛަ通事ނ
  セクシャルハラスメント等社಺トラϒル
⁠ 従業員及び従業員親族の不幸その他࿑働֐ࡂ
⁡ その他従業員による൜ࡑを構成する事案等

⁞ 天ࡂ等のඇ常֐ࡂ発生

⁞対֎ػة

 対಺ػة

ػة౳֐ࡂ⁠

役員報酬 リスク管理

取締役会実効性の評価

　当社は、取締役会において取締役の個人別
の報酬等の಺༰に܎る決定方針を決議してお
ります。
　当֘事業年度に܎る取締役の個人別の報酬
については、審議プロセスの透明性と客観性
を高めることを目的として取締役会の決議によ

　当社はة機管理規ఔに基ͮいて、Լهの対
外ة機、対಺ة機、֐ࡂ等ة機を定ٛし、ة機
発生時の対応を定めております。企業経営上

の重大なة機が発生したと൑断された場߹に
は、௚ちに「対策本部」を設置して、全社的に問
題解決にあたる体制をෑいております。

情報セキュリティマネジメント

　当社は、個人情報管理をはじめとする情報セ
キュリティ管理体制を継続的にҡ持・強化して
いくため、2009年5݄にࡍࠃ認ূ規格である情
報セキュリティϚネジメントシステム（*S.S）適
߹性評価制度（+*S 2 2�001�2006ʦ*SO�*EC 
2�001�2005ʧ）の認ূを取得しています。

　201�年6݄には、規格改定された+*S 2 
2�001�201�（*SO�*EC 2�001�2013）へҠ行す
るなど、基४に基ͮいた体制を整備するととも
に、機ີ情報に関する管理体制の一૚の強化
をਤっております。

コンプライアンスに関する取り組み
　当社は、法律を遵守する公正で誠実な経営
の実践を目的に、代表取締役社長、常勤取締
役、各執行役員事業本部長及び外部法律専門
家である弁護士で構成するコンプライアンス委
員会を設置し、取締役会と連携して、ӈهの業
務を行っております。

　当社では、取締役会の実効性向上のための
改ળに、常に౒めております。取締役会の実効
性については、取締役と監ࠪ役全員を対৅にし
て、ӈهのような評価項目によるアンケートを
ຖ年実施しております。その݁果をもとにディス
カッションを行い、取締役会で報告がなされま
す。アンケート݁果の֓要はӈهをごࢀরくͩ
さい。

って選定された取締役（3名以上、そのうち2名
以上は社外取締役）をもって構成される報酬諮
問委員会において決定しており、報酬等の಺༰
の決定方法及び決定された報酬等の಺༰が取
締役会で決議された決定方針にԊうものであ
ると൑断しております。
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